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「
建
屋
の
止
水
」
の
「
実
現
性
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
二
日
に
提
出
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
解
凍
要
件
及
び
撤
退
要
件
に
関
す
る
質
問
主

意
書
」
（
六
月
二
日
質
問
主
意
書
）
に
つ
い
て
、
六
月
十
日
に
答
弁
書
（
六
月
十
日
答
弁
書
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

六
月
二
日
質
問
主
意
書
に
お
け
る
「
『
建
屋
内
の
止
水
』
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
工
事
を
検
討
・
予
定
し
て
い
た
か
。
そ
の

検
討
は
、
ど
こ
で
、
何
時
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
」
「
平
成
二
十
五
年
九

月
三
十
日
ま
で
に
、
『
建
屋
内
の
止
水
』
の
方
策
お
よ
び
そ
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
た
の
か
」
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
六
月
十
日
答
弁
書
で
政
府
は
「
廃
炉
対
策
推
進
会
議
、
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
等
に
お
い
て
検
討
が
行
わ

れ
」
と
し
、
検
討
内
容
と
し
て
「
例
え
ば
、
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
は
『
止
水
策
は
（
略
）
技
術
的
に
非
常
に
難
易
度
が
高

い
（
略
）
し
た
が
っ
て
、
貫
通
部
等
の
止
水
策
は
、
対
応
可
能
な
も
の
か
ら
速
や
か
に
着
手
し
、
他
の
対
応
策
の
実
現
性
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
ま
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
』
」
と
例
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
答
弁
書
に
は
「
人
に
よ

る
作
業
が
可
能
な
個
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
防
水
剤
や
止
水
パ
ネ
ル
等
を
用
い
た
建
屋
の
止
水
に
着
手
し
て
お
り
、
ま
た
、

高
線
量
等
の
た
め
人
に
よ
る
作
業
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
除
染
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
線
量
が
下
が
ら
な
い
場
合
に
備
え
、
例
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
作
業
に
係
る
研
究
開
発
を
経
済
産
業
省
の

一



補
助
事
業
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

六
月
十
日
答
弁
書
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
へ
の
確
認
と
再
質
問
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の

と
お
り
質
問
す
る
。

一

こ
こ
で
例
示
さ
れ
て
い
る
「
委
員
会
報
告
書
」
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
の
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
報
告
（
以

下
五
月
三
十
日
報
告
）
で
あ
る
が
、
こ
の
報
告
の
後
に
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
の
方
策
お
よ
び
そ
の
困
難
性
に
つ
い
て
、
言

及
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
か
。
も
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
の
「
『
建
屋
内
の
止
水
』
の
方
策
お
よ
び
そ
の
困
難
性
に
つ
い

て
」
の
認
識
や
知
見
の
積
み
重
ね
は
、
こ
の
段
階
で
止
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

二

五
月
三
十
日
報
告
に
お
け
る
「
対
応
可
能
な
も
の
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
建
屋

の
、
ど
の
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
止
水
す
る
作
業
を
指
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
「
対
応
可
能
な
も
の
」
に
、
建
屋
内

部
、
と
く
に
建
屋
底
部
の
止
水
工
事
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

三

五
月
三
十
日
報
告
に
お
け
る
「
他
の
対
応
策
（
の
実
現
性
）
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
建
屋
の
、
ど
の
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
止
水
す
る
作
業
を
差
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
「
他
の
対
応
策
」
に
、
建

屋
内
部
、
と
く
に
建
屋
底
部
の
止
水
工
事
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
建
屋
の
止
水
」
に
つ
い
て
の
五
月
三
十
日
報

二



告
の
結
論
は
、
報
告
書
が
出
さ
れ
た
時
点
で
「
他
の
対
応
策
」
に
つ
い
て
は
「
実
現
性
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。
す
な
わ
ち
、
報
告
書
が
出
さ
れ
た
時
点
で
は
「
建
屋
の
止
水
」
に
つ
い
て
は
、
実
現
す
る
方
策
が
見
つ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
と
い
う
こ
と
か
。

四

現
時
点
で
、
「
他
の
対
応
策
」
に
つ
い
て
の
「
実
現
性
」
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
の
機
関
・

委
員
会
で
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

五

「
他
の
対
応
策
」
に
つ
い
て
の
「
実
現
性
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
凍
土
壁
」
の
「
解
凍
」
時
期

に
つ
い
て
も
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
問
う
。
ま
た
、
先
の
質
問
主
意
書
で
「
建
屋

の
止
水
」
の
所
用
期
間
を
「
七
年
程
度
」
と
し
た
根
拠
に
つ
い
て
問
う
た
が
、
答
弁
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、

「
他
の
対
応
策
」
に
つ
い
て
の
「
実
現
性
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
所
用
期
間
を
「
七
年
程
度
」
と
し
た
根

拠
に
つ
い
て
問
う
。

六

「
人
に
よ
る
作
業
が
可
能
な
箇
所
」
と
は
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
の
か
。
「
防
水
剤
や
止
水
パ
ネ
ル
等
を
用
い
た
建
屋
の

止
水
」
と
は
ど
の
よ
う
な
作
業
を
指
す
の
か
。
そ
こ
に
、
建
屋
内
部
、
と
く
に
建
屋
底
部
の
止
水
工
事
は
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。
つ
ま
り
、
「
建
屋
の
止
水
」
で
あ
っ
て
も
、
「
建
屋
内
の
止
水
」
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
平
成
二
十
六
年
度
の
作

三



業
で
、
上
記
作
業
の
他
に
予
定
さ
れ
て
い
る
作
業
は
あ
る
か
。

七

「
高
線
量
等
の
た
め
人
に
よ
る
作
業
が
困
難
な
箇
所
」
と
は
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
の
か
。
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
除
染
」

と
は
ど
の
よ
う
な
作
業
を
指
す
の
か
。

八

「
防
水
剤
や
止
水
パ
ネ
ル
等
を
用
い
た
建
屋
の
止
水
」
や
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
除
染
」
に
つ
い
て
、
「
建
屋
の
流
入
」
を

抑
制
す
る
効
果
は
現
れ
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

九

「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
作
業
に
係
る
研
究
開
発
」
と
は
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
達
成
目
標
と
な
る
の
か
。
そ
れ

は
、
平
成
三
十
二
年
ま
で
に
完
了
し
、
現
場
で
使
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
も
し
も
当
該
「
研
究
開
発
」
が
十
分
な
結
果
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
「
建
屋
の
止
水
」
は
不
可
能
と
い
う
認
識
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
該
「
研
究
開
発
」
が
「
凍
土

壁
」
の
「
解
凍
要
件
」
と
な
る
と
い
う
認
識
か
。
当
該
「
研
究
開
発
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
政
府
発
表
文
書
等
の
ど
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
〇

五
月
三
十
日
報
告
書
に
お
け
る
「
全
体
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
は
、
「
原
子
炉
建
屋
等
の
内
部
へ
の
流
入
抑

制
策
」
が
あ
る
が
、
「
平
成
二
十
六
年
か
ら
七
年
程
度
」
と
す
る
建
屋
の
止
水
工
事
は
、
こ
の
工
程
表
と
一
致
し
て
い
る

か
。

四



一
一

現
在
、
高
濃
度
汚
染
水
は
、
原
子
炉
建
屋
と
タ
ー
ビ
ン
建
屋
等
す
べ
て
を
通
じ
て
ほ
ぼ
等
し
い
水
位
で
滞
留
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
建
物
を
止
水
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
も
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ

い
か
。
ま
た
、
同
「
全
体
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
は
、
「
原
子
炉
建
屋
等
の
内
部
へ
の
流
入
抑
制
策
」
が
あ
る

が
、
ト
ー
ラ
ス
室
が
あ
る
の
は
原
子
炉
建
屋
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
建
物
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
読
め
る
。

こ
の
「
等
」
に
は
、
廃
棄
物
処
理
建
屋
及
び
タ
ー
ビ
ン
建
屋
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
ま
た
原
子
炉
圧
力
容
器
の
補
修
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
ど
の
工
程
で
行
わ
れ
る
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。

一
二

同
「
全
体
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
よ
れ
ば
、
「
ト
レ
ン
チ
止
水
工
事
」
は
平
成
二
十
五
年
度
中
に
完
了
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
在
、
山
側
か
ら
建
屋
に
入
っ
て
く
る
地
下
水
の
流
入
箇
所
特
定
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。
一
日
に
四
〇
〇
ト
ン
と
い
わ
れ
る
汚
染
水
の
、
具
体
的
に
何
ト
ン
分
が
特
定
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
対
す
る

止
水
工
事
は
ど
れ
だ
け
完
了
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
績
を
問
う
。
ま
た
、
同
「
全
体
計
画
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
照

ら
し
た
と
き
、
貫
通
部
止
水
の
全
体
工
程
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
進
捗
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

五


